
｢人目の高齢化と健康について

　　　　　　～ジェロントロジーの視点から～｣

WIIO神戸センター　上田　博司

　　「人ＵのI仙齢化と健康についてiと題し、ジェロントロジーの視点から話をさせていただきます。

今回の講演「８０２０達成に向けて」プレゼンテーションの脇大部分となれば幸いと考えております。

　20世紀の後半から現在にかけて、「人口の高齢化（Popuiation A geing）」という現象が見られるよう

になりました。この現象は、先進国に於いて特に著判ですが、目によって内容に違いはあるものの、

近年では発展途上国においても見られるようになってきました。この|人「|の高齢化」は、今世紀も

世界的に継続すると予測されています。

　世界的に見られる人口の高齢化には、人きく２つの要因が「訓示していると考えられます。死亡率の

低下による寿命の延び、そして出生串の低下によるものです。
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グラフ１

　まず、死亡率の低ドですが、IIIご界的な死亡率

の変化を1955年から現在にかけてグラフ１に大

しています。先進地域や日本は高齢化が既に進

んでいますので、死亡率の著明な低下を昆るこ

とかありませんが、発展途上地域や世県全体で

見ますと、死亡率の低下が見うけられます。こ

のような死亡率の低下は、平均寿命の延びをも

たらします。

　次のグラフ２は、平均寿命の変化を1955年か

ら現在にかけて示したものです。軟界的にみる

と、平均寿命は年々延びてきています。途上地

域における平均寿命は国ごとに差があるもの

の、平均して著明な延びがみられ、多くの国で

が均寿命が60歳を超えるようになってきています。しかしながら、アフリカ諸国などの発展途上地域

では、まだ一般に平均寿命は低くみられます。ちなみに日本人の平均寿命ですが、2004年には男性が

78.64歳、女性が85.59歳（厚生労働省（2004年簡易生命表|）と報告されています。

　当然ではありますが、各|剖によっては、男女による寿命の差は見られます。

　まず、人目の高齢化の２つの大きな要因の１

つである、死亡率の低下による寿命の延びを説

明しました。次に、出生率の世界的低下につい

て述べさせていただきます。

　次のグラフ３は、1955年からの2000年にかけ

ての出生率の変化を合計特殊出生率（TFR）を

使って表しています。

　　|合計特殊出生率」というのは１人の女性が

生涯に産む子供の数の平均です。その数は通

常、その国の人口を確保するために人［「学上、

2.1以上が必要とされています。

　ここでは５つの国を例に挙げています。グラ
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グラフ３

フでお分かりになるかと思いますが、出生率の

高いナイジェリアやインドでは徐々に低下がみ

られ、将来も低下していくと予想されていま

す。アメリカ合衆国のような先進国では数十年

前から既に出生率の低下がみられますが、移民

による出生率の高さも影響しているため、国全

体の人口が減少するような影響は、今のところ

見られていません。中国では政府の1970年代初

めに導入された「一人っ子政策」により、急激

な出生率の低下がみられました。

　日本の場合、出生率の低ドとその低さが社会

的に認識されて久しくなりますが、厚生労働省

の人目動態統計で、2004年の合計特殊出生率が1.29となったことが報告され、少了ｲﾋ傾向が依然続いて

いることが分かっています。ちなみに、お隣の斡国では、更に低い1.16であったと発表されています。

　次に世界各国の出生率の違いを地図情報で表しかもの（図１）では、出生率の高い国は濃い青色で、

低い国は濃い緑色で示しています。ご覧のように、中南米やアフリカなどの国々では出生率が高いの

がお分かりになるかと思います。

　ここまでのところ、死亡率の低下による寿命

の延びと、出生率の低下について話させていた

だきました。これらが人口の高齢化に影響して

いると考えられています。

　次に、人口の高齢化そのものに焦点を当てて

述べせていただきます。1950年から2050年にか

けて、世界的にみた60歳以上の人口の比率で

は、先進地域・途上地域の区別なしに、世界全

体で人口の高齢化が見られます。発展途上地域

については、以前は人口の高齢化というものは

あまり著明ではありませんでしたが、今後、右

府|こがりに高齢各人口比率が・昇すると予想さ

れています。
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図１

次に国単位での高齢化の開始時期と速度を比較してみたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは、８つの国を例に挙げ、それぞれの
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グラフ４

65歳以上の高齢者人L｣が７％から14％に至るま

での年数をグラフ４に大しています。このなか

では、現在のところi4％に至ってない国も含ま

れています。フランスはご覧のとおり、グラフ

に示した国々の中では殼も甲､い時期に高齢者人

口が７％に達しました。しかしながら、14％に

至るまでにはn5年かかっています。一方、日本

は邱政江llの高齢者人Ｕが７％になったのは比

較的最近で、14％に至るまで、ほんの24年しか

経っていません。このように、高齢化が始まっ

た時期とその進行速度は、国によって違ってい

ます。
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　　　　　　　　　　図２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３

　ＷＨＯ神戸センターが1998年に出版した「高齢化の世界地図（World Atlas of Ageing）」から各国

ごとの30年前（1975年）の65歳以上の人目比率において、欧米諸国では高齢者の人口比率が既に高く

なっています。比率の高いところは65歳以上の人目比率が15～20％の比率になっています（図２）。

　これが約25年後の1997年の65歳以ドの高齢者の人fT比率では、世界全体に高齢者が増し特に欧米

以外の日本を含めた多くの国々で、高齢化が進んだことを示唆しています（図３）。

　今までは、高齢者の人口比率についてのものでしたが、次に高齢者の絶対数について表１に示しま

す。

　65歳以上の高齢者の絶対数が多い国10カ国について、2000年、2025年、2050年の予想を含めてリス

トにしたものが表に示されています。此界全体では65歳以上の高齢者人口が今後、かなりの数で増え

ると予想されています。中国、インド両国は総人口は勿論のこと√高齢者人口についても、将来大き

な比率を占めることが予想されます。

　　　　　　　　　　妾1

80歳以上人目の比率を表しています。日本は先

進国のなかでも高い人L｣比率を示しています。

　今までは･|↑IJ界の高齢者人口の推移をみてきま

したが、次に、日本の高齢者人目に焦点を当て

てみたいと思います。グラフ６は、65歳以上と

80歳以上の男女別の人口を並べて示していま

す。80歳以llの高齢者人目の増加が著明になっ

ています。

　昨年（2005年）、国連が発表した「世界人口予

測」によりますと、60歳以上の人口の中でも80

歳以上人口の増加はさらに著しく、2005年の約

8､600万人から、50年には約３億9､400万人になる

と予測されています。このうち、発展途上国の

80歳以上の人口は、約4､200万人から約２億7､800

万人に急増すると予想されています。

　次のグラフ５は1950年から2050年にかけての
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クラフ６

簿、いわゆる長寿番付によりますと、100歳以ll

になるお年寄りは２万5､000人を超えたとされて

います。この調査が始まった1963年には全国で

153人でしたが、1981年には1､000人を突破、

1998年には１万人の大台に乗り、2003年には２

万人を超えるなと≒急速な増加がみられていま

す。]｡00歳人口が1万人に達するまでには35年か

かりましたが、１万人から２万人に絹えるの

に、わずか５年しかかかりませんでした。近年

では、毎年約２千人の増加になっています。ち

なみに兵庫県内の100歳以上の高齢者は1､4村人

です(2005年８月末)。うち、女性は８割以上を

占めています。

　2005年の総他者の推計によりますと、65歳以

上の高齢者人「「が2､556万人となり、初めて総人

口の２割に達しかと報告されています。男女別

の内訳としましては、力性が1､08L万人（男性全

体の17.4％）、女性が1､475万人（同22.5％）と

なっています。

　「1本の90歳以上人口は、既に100万人を突破し

たと報告されています。また、100混以土人□も

かなりの速度で増加レにいます。

　グラフ７は、ロ本の100歳以上の人口を1963年

から2005年にかけて推移をみたものです。厚生

労働省が昨年（2005年）発表した全国高齢者名

グラフフ

　ここまで、人口の高齢化は死亡率の低下など健康に関する要囚が影響をり･えることを図表を使って

述べてきました。

　人口の高齢化は、我々の社会に健康問題などの多くの課題をもたらすと考えられます。そこで、ジェ

ロントロジーという学問から、高齢社会をみていきたいと思います。老化については、100年以ヒも前

から科学分野で関心がもたれています。

　ジェロントロジーというのは聞きなれない言葉でしょうが、高齢者や高齢化社会に焦点をあてた学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問で、日本では一般にF老年学」またはr老人
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図４

学」と呼ばれています。

　ジェロントロジーという学間は図４で表すよ

うに、哲学、倫理学、人口学、統計学、教育

学、社会学、心理学、生理学、医学、歯学、看

護学、薬学、経済学、商学、法学、政治学（公

共政策学）などの既に確立した様々な分野が関

わる学際的、多面的、かつ包括的な学問です。

近年では、これらの分野に幅広く関わるだけで

はなく、高齢期にいたるまでの、一生を通じた

アプローチを取り込むようになってきていま

す。

　高齢希に関わるケア・アプローチを示したも



図５

のが、図５です。高齢者を中心として、近くで

取り囲む家族や親戚を含むインフ才－マル・ケ

ア、地域が関わるフォーマル・ケア、そしてさ

らに大尽いサークルに含まれる市、県、国など

の行政が関わるケアーシステムがあります。

　高齢者に対するケアとして、口腔分野はこれ

から益々、重要性が増していくと考えられま

す。しかしながら、個人の健康を考えた際、口

許分野のみを考えるのは、適切ではないでしょ

う。

　目腔保健分野は栄養学、行政学、医学、医療

紆済学、疫学、心理学、社会学などの様々な分

野と関わっています。従って、それぞれの分野と情報の共有やコミュニケーションを回りながら、相

九関係の明確化と連携をとっていく公安があります。また、地域保健のみではなく、グローバルな視

点からも情報の共有や発信を行いながらコミュニケーションを行っていく必要があります。今後、ど

のように他の分野と連携をとっていくかが、高齢者の口腔保鉉を考えていく大きな鍵の･つになると

考えられます。

以llr人口の高齢化と健康について」 述べさせていただきました。

図６
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